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　■しまゆむた

　凡例
　凡例は、ほとんど標題の「和田キヨ嫗の
生活史（１）」（奄美ニューズレター NO．
31鹿児島大学奄美委員会2007年６月）に準
ずる。①必要と思う意訳に若干の解説も含
める。②話は次々と続いているが、適当に
切り、筆者がこれと思う項目名をつけて項
を新たにしてある。③類似項目などをまと
めるべきだと思うがここでは話順のままに
してある。
　方言表記は正確にされてはいない。例え
ば前が軽くつまる音が入る場合ッヤ（家）
であるが、ヤという場合、ヤーだけの場合
などあるように思う。
　注
　『奄美方言～カナ文字の書き方～』岡村
隆博著（南方新社２００７年）があるので
参照して頂きたい。但し、天城町浅間（岡
村氏出身地）と筆者の生地井之川とはかな
り違う。高校時代（昭和３５年頃）、天城
町の学友が方言で話し合っているのが良く
聞き取れなかったことを覚えている。

０、はじめに
　小稿は1990年１月１日採録分と1991年１
月１日採録分の一部である（残りは次回の
予定である）。
　項目
　１童と赤毛牛の目、２砂糖小屋泊まり、
３薩摩芋泥棒、４麦盗人の恩返し、５蘇鉄
の実、６盗人神が付く、７こそ泥棒、８漁
をする場、９青酸カリ漁、10空襲前後の製
糖、11空襲時期の暮し

奄美民俗文化の事例
～徳之島井之川和田キヨ嫗の生活史（３）～

本田　碩孝（徳之島郷土研究会会長）

１、童と赤毛牛の目
―牛ぬしどぅぬ話は聞ちねーらんせ（牛
盗人の仲間に入る話をするが知らなった）。

―われんや、アーウシヌぬ目ぃん玉・・。
　うりや、あの　だってごろあなてぃぬ。
なんぐゎ　聞きはんじゃちゃんがに　しゅ
しが。「あねー、あーむぬ目ぃぬ　おとろ
あね、ゆーべぃぬ　アーブシャぬ目ぃとぅ
似ちゅんでえっ」ち。ぶーんとぅ、くゎに
かまるとぅやえっ（注１）。いちから、う
ん牛をば　アーブシャこーてぃ（盗でぃ）
山なてぃ　くっちゃんがら。目ぃ　しきゃ
とぅたんとぅ。うんくゎが　にちゃんとぅ、
　「牛がうらん」ち、さばくてぃ　あっちゃ
んとぅ。うんから　うやぬ目ぃってごろあ。
あじゃが　くっち　かーでぃあむなてぃ。
　「あねー　おとろっけ、ゆーべぃぬアー
ブシャぬ目ぃとぅ似ちゅん」てごろあちゅ
てぃ（笑いながら）話ぬあーし。
　目ぃーしきゃてぃ　にしたんとぅ、「あー
ぶしゃぬ目ぃに　しゅん」ち、うっしゅてぃ
ごろあ、っわっきゃ爺がら言ゅーたしが。
　牛盗ぃだり　くっちかだーり、むーる
うむなてぃや盗ぃみなてぃや、昔ぬちゅや。
（意訳）赤毛牛を盗んで殺して食べた。探
しに来た。子供が出てきたので、父が目を
光らせ、合図して制止しようとした。「父
の目はゆうべの赤毛牛の目のようだ」と
言ったのでばれたと言う話。「童は赤毛牛
の目」という俚諺があり、その由来話である。
「赤毛牛の目」と言われるが、私は童をつ
けている。井之川だけでも５話以上採録し
ており、かなり知られた話だったようだ。
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　注
　１）他人に知らされたり、密告されたり
することを「かまり」「かまった」な
ど直訳では「食べる」に関わる言葉で
言う。

２、砂糖小屋と泊まり
　あん、ぬっちが、ありたが　サタヤマな
てぃ　サタ、くんじゃち　とぅーてぃぬま
り　また　止ぅめぃじる　しじてぃ　ヤ
かち　むーる　きゅーむなてぃ。うがし
しっちーから　むーる　終戦後、だぬちゅ
がら　サタ盗ぃまるむなてぃ。うんから
ヤドゥリな　とぅまるげし　なたんとぅ。
　保（さん）。たーきゃインあたんがいー、
アーイン　ふてかーインあたしが。うんイ
ンがちっち。かましゅむなてぃ　わんふ
ねぃんきゃ　残りかましゅむなてぃ。くん
でや、うりが番し　しゅーたんとぅ。うに
んま　本当ま　あしが、アーインぬ　サタ
ヌシドゥぬちゃんからえっ、シュダっき
うっくち行じゃんちだ。うがしさんとぅ、
「はーっ、ゆーべぃ　サタヌシドゥぬ　ちー
あり　あね」ち言ちえっ。うがし　各サタ
ヤドゥリ　荒らさるたんべちよ。盗ぃまる
たんべちよ。
　サタし　しまち、うちゅち。うにん　ま
た止めぃ汁し　しじてぃ　きゅーむ　あた
んせえっ。
　とぅまるげし　なたんとぅ　うねっ。イ
ンが　うんなてぃ　あね。保シギにゃがイ
ンあたわ。アーインぬ　ふてかーインあた
んちよ。カンニバルなえっ、あむしゃん
とぅきゃが。うんインぬ　うっくち　サタ
ヌシドゥぬ　しーちゃんとぅ。シュダんた
な　うっくち。　昔がり、盗ぃどぅべーどぅ
しゅーてぃあらや。
（意訳）暗くなるまで製糖をすると、砂糖
入り樽を小屋に置き、翌朝の製糖のために
「止め汁」という半ばキビ汁を炊いてから

帰った。その後、泥棒に砂糖樽を盗まれた
りした。番犬が泥棒を追っかけて行った。
　旧暦の正月が終ると製糖工場に泊り込みで
製糖に従事する。それは泥棒予防もあった。
　牛盗人の話から砂糖泥棒の話に続いてい
る。

３、薩摩芋泥棒（ハンシンヌシドゥ）
　ふーん、ハンシン盗ぃみ。終戦後がり、
うがんがぬ　ちゅ、盗ぃまってぃ。
「だーぬハンシンにゅんが、でぃんハンシ
ンにゅんが。だぬハンシンにゅんが　あ
めー」ち言ちゃんちゅてぃ、話ぬあむ　あ
たんせ。
ゆるゆる　しっちかや。
　よーはてぃ　くれり　ならんけぃどぅ、
ほーあ　しーなてぃやっ。盗ぃどぅや、恥
ま法ま　ぬーんま　ねんしじよ。
（意訳）終戦後など芋泥棒など多くおり、
あちこちの畑で盗まれていた。ある泥棒の
家では「どこの芋を煮ようか」と話してい
たそうな。ひもじくて我慢できないからこ
そ盗みもするだろうからね。盗人には恥も
法もない。

４、麦盗人の恩返し
　福富ムッタキしゅたが、おやほがなしぬ
財産家なてぃえっ。カンニバルぬ　七反
ばてぃ　みー、麦つくてぃ　あたんとぅ
えっ、カナミから舟ぃ　くーじ　とぅまり
ぬ。シュダぬとぅまりぬ　うんとぬ、港
なーとぅんせえっ（ゐん）、うんとな舟ぃ
ちきてぃ。うまぬ　麦刈りくげらち、うが
しし。あの、うんが　なーちゃま　きゅん
がら　あてぃねむなてぃち　番しゅーたん
とぅ、きゃきゃ　しっち刈るむなてぃ、
「やねぃぬ種ぃぐゎ　のーちゅてぃ　くー
りよ」ち、うがし言ちゃんとぅ。
　刈てぃあんしこ　むーる　むっち行じゃ
んしじあしえっ。むっち行じ、しゃんとぅ。



奄美ニューズレター  No.33　　2007 年 12 月号

22

　うんから　うん　あけぃまどぅしや、う
ん種ぃし　麦やーと　つくてぃ、
「おぼらだれん」ち、とーら　たーちちが
らむっち　ちゃんち。
　うがし　うんちゅきゃや　うっくしん
きゃ　さーだたんち。
「種ぃぐゎだけぃや、のーち　くーり」ち。
うがし　くぅい　けーたんち。
　刈とぅんとえっ、刈とぅんと　うがし
言ゃーたんとぅきゃ。刈てぃあんしこ
むっち行じゃんしじあしえっ。よーある
（注１）むんなてぃやっ。いちか　向こてぃ、
あんから　あがん。
―いきゃし金見ちわかれたんがや。
金見から、
「っうりが　うかげぃし命生きちゃん」ち。
―あー、お礼しが　ちゃんち。
　お礼しがちゃんとぅやっ。
「うりがむん　うがしい盗ぃでぃ行じえっ、
種ぃし　植ぃーたんとぅ。うりし命生き
ちゃん」ち。「命ぬ恩人」ち言ち、とーら
たーちごろあ　いきゃさちごろあ　むっち
お礼言―が　ちゃんち。うがしか、
「だーかが」ち言ちゃんとぅ、「金見」ち言
ちゃんち。
　（意訳）福富家は財産家で神之嶺にある
七反の畑いっぱい麦を植えていた。収穫間
じかに金見（徳之島の一番北側にある集落）
から小舟に乗って麦盗みに来ていた。翌日
も来るだろうと番をしていたらまた来た。
「来年の種用だけは残しておいてね」と声
をかけた。刈りとった分の麦は盗み舟に積
んで行ったのでしょうね。翌年には２俵
持って「有難う」とお礼にきたって。「お
陰様で命が助かった」と。
　現実にはありそうもないが、おおらかな
共助時代の精神を彷彿させ民話の発生を思
わせる話である。
　注
　１）空腹を意味する「よーあ」「よーは」

は、両方「あ」「は」に聞こえる。

５、蘇鉄の実（シュティチぬナリ）
　金見やまた、あんシュティチや、金見か
どぅ　かんま　きーむんで。アーシュティ
チや、こーてぃ　きーむんちだ。あれぃ
や、また　ウーシマぬ　あまかちあし。ち
きゃーむなてぃ、あまとぅあまとぅや。ち
きゃーむなてぃ・・・。　
　ソテツジャングルンんきゃ、専門あんせ。
（意訳）蘇鉄の実は、金見方面から来た。
井之川でも金儲けのため「ナリハンギィリ
（蘇鉄の実運び）」をした人々がいる。
　また蘇鉄の元祖は手々（瀬戸内町諸鈍から
来たという伝説が金見の隣集落）にあると言
う。現在は金見の蘇鉄ジャングルが名所。
　現在、他人の蘇鉄の実を盗る人がいるそ
うだ。普通の人々は食糧として使うことも
なくなったからだろう。一部では蘇鉄味噌
加工もしている。

６、盗人神が付く（ヌシドゥガミがチキュン）
―盗ぃどぅや、盗ぃどぅ神様ぬちっちゅ
んち・・。
　盗ぃどぅや、盗ぃどぅ　しーちけたんげ
か、盗ぃどぅ神様ぬちっち離れらんち、わ
きゃうやんきゃま言ゅーてぃだ。
　カントヌシチジネィんきゃ、盗ぃどぅ
しーかやっ、神様ぬちっち　ちゃんげか
離れらんち。ちゅぬヤーか　塵ぐみちゅ
盗らむんち。わきゃ　うやんきゃ言ゅー
てぃだ。なーや、うっしゅんくとぅ　ねん
せえっ。
　うがしあしがえっ、しき流れ、しき流れ、
うがっさ、手ぃぐせぬ　わっさん　くゎー
まがや、やっぱり手ぃぐせぬ　わーさんち
言―や言ゅんせえっ。
―うやぬ　しゅーむん　にーちゅし。
　うやぬ　しゅーむん　にち。っわっきゃ
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うやんきゃ　うがし言ゅーてぃだ。
「わたな　くゎぬ　あーむしかやっ、ふち
く　なーかち手ぃちゅ　ちっくまむん」ち。
「うがし　入―てぃか　くゎが自然的に
手ぃ入―るんげしなるん」ち。
　うがしなてぃ　なまあしが、くせ　わー
さんせ。・・・（小声で不明）。
　昔うやがなしや、言ちあんしじやっ。
ちゅぬむんきゃ　とぅたんげか　うん精神
や、くゎに　むーる乗り移るむ。くゎに　
むーる　ぬり移とぅむなてぃ　決して悪い
こときゃ　しーなち。
　「盗ぃどぅや、くっちゃんてぃま　のー
ら。ぬーさんてぃま　のーら、うむさーだ
てぃか　のーらん」ちえっ。　
（意訳）盗人に神様が付く。特にカントゥ
ヌシチジネィ（辛の未の日）に盗みをする
と盗人神が付く。人の家に行ってもゴミす
らも懐に入れてはいけないと言う。
　盗みをするのもシキナガレ（ヒキ流れ・
系統的）ではないか。「親がするのを子が
見て真似るのでしょうね」。「子を孕むと懐
に手を入れるな。自然に子が手を入れるよ
うになる」と親は言った。御先祖は良く伝
えている。「人のものをとるとその精神は
子に乗り移る」と。
「盗人は殺しても直らない。精神が伝わる」。
　注
１）奄美民話集２『吉永イクマツ嫗昔話集』
（拙編1984年、住用村・現奄美市）に
「泥棒のへらぬ訳」（172頁）がある。

　　奄美民話集３『池水ツル嫗昔話集』拙
編1988年（徳之島井之川）に「盗人神
付きの子」（173頁）がある。

７、こそ泥棒
―トゥユタダ（豊山豊忠氏・故人）にゃ、
ヤな、なま鍵けーてぃ　あれるんだ（ゐ
ん）。鍵けーとぅんち。
　トュタダにゃ、なま（鍵けーとぅん）。
盗ぃどぅぬ　をぅーわっ。うがしか　う
んめぐらぬこそ泥じゃやっ。はひんぎゃ
えーっ。
　ヤーヤ行じ、むーる　抱きゃげぃてぃ
しっち。ヤち　ちみゅんちゅ　あたんせ。
　Ｔち言ゅんちゅや、昔や、はる行じえっ、
はてばん　しゅーむ。ぬっち言ゅーむん
あたんがい。うり　しゅんちゅ　あたし
がえっ。盗ぃどぅが　をぅーむんなてぃ。
しゅんちゅ　あたしが。
　うんあまや、また　目ぃはぎぃはぎぃ
とぅし　うむしゅんちゅ　あたしが。う
り、ゆる　なたんげぇか。昼や、しぎゅ
とぅさんごしゅてぃ。ゆるなたんげぇえか
ゆるじぎゅとぅし。ヤーヤめぃぐてぃ　あ
むしゅんちゅてぃ。タムン　むーる抱きゃ
げぃてぃ　ヤーな　じーとぅ。
「山から生ダムンや　はんげぃらしが、ヤー
な　しょーがちダムンちでぃあむ　にーち
んにぇえっ。あり　ちゅ－ぬタムンだきゃ
げぃてぃ　ちみむんだ」ち言ゅん話ぬ　あ
たんせえっ（笑い）。きょーでぬ　ちゅぬ
言ちゃしが。やっぱり、うっしゅんちゅや、
うがし　しゅーげしぬ・・・。
　ぐみ　ちゅしじま　たまがるんちゅや
とぅりきらり。へっちゃらち　にゅーん
ちゅや、堂々とぅ　とぅりゅり。性質や。
むーる　うやからぬ　流れあらんかや。
（意訳）「豊山豊忠叔父宅は、鍵をかけるよ」
と。「はひんぎゃえーっ（驚いた時の感嘆
詞）」。盗んできたのを積み上げる人もいる。
昔、息子は頼まれて畑に泥棒が来ないか番
していた。その母は夜仕事（泥棒）し、山
に行くのは見えないが正月用薪がいつのま
にか軒下に積み上げられていた。
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　シマでは、外出時など家に鍵をかけるこ
とはなかった。現在でも旅に出たりしなけ
ればかけない人もいる。

（以下、1991「平成３」年１月１日採録）
８、漁をする場（ッイュトゥリドン）
　行きゅたしがえーっち。めぃじゃしゅたし
がえっ、なーんきゃ　ぬーんま　をぅらむ。
―渡てぃ　行きだれんや。ヰノナをば。
　くまから行じから、ナガサキハナからう
んなげーり、ワタンジ。しゅぬ満ちゅんせ
えっ、ワタンジくいてぃ　じーとぅ　うき
かち　行きあたんちよ。うがし　くんほう
ぬ　はなぬうきぬ方　あたしがえっ。また
ウーグモリぬあたしが。ゆる　むーるが青
酸カリむっち行じ入ーるげし　なたんとぅ
きゃやっ。うーんなり、ッイュをぅらんご
なてぃ。
（意訳）珊瑚礁には、あちこちに礁湖（ク
モリ、海水溜り）がある。魚介類が採れた。
青酸カリを使うようになり魚はほとんど獲
れなくなった。
　注
　海岸や礁湖の地名など地図上（作成も必
要）に記入していく必要は感じる。地名研
究者も島では育っていないのが残念である。

９、青酸カリ漁
　（１）青酸カリの流行時
　青酸カリち言ゅーむん　流行ちけぃたん
とぅきゃやっ。
―青酸カリぬ流行や、昭和ぬ何年べだれ
んがや。
昭和ぬ24、25年べ　あらんせ。
―復帰しからだれんじゃわ。
　復帰さん前　あらんせ。
（意訳）「青酸カリは何時頃流行ったか」「戦
後の復帰前だろう」。密貿易が行われたと
聞く。そんな時代の魚とりの思い出話であ
る。当時はドラムカンで買えたのだろうか。

密貿易品のひとつだったのだろう。
　（２）漁慰み１（ギューナクサミ１）
　うがし、クシぬウィーノ。うま　くもり
ぬ池ぃに　しゅんと　あんせ。うんな、ま
た、えっ　かっしゅるマンガラぬ　あが
とぅるとぅや。舟ぃし　なーか行きゅん
ちゅや、おーじらんしこ　とぅるたしが。
うんか　てぃちマンガラぬ　浦かちしっち
か、トゥギャむっちゅんちゅや。わきゃに
セし　しきゅんちしか　きっさ　ひんぎり
あんせね。ひんぎぃてぃさんとぅ。
（意訳）下久志のウィーノ。そこの礁湖に
マンガラの大きなのがあがった。広い礁湖
だから舟で行った人は青酸カリで酔った魚
をモリで突いたりして獲った。ザルですく
おうとするが逃げるのが多かった。
　（３）魚の取り合い
　うんから、１斤、２斤べぬマンガラぬふ
てー石ぬあーむ。ちゃーかーたスィンぬあ
んとあしが。うんとぬ　ネィクイ　ウィー
ノぬうきぬ　かん方ぬ方あしがよ。ヰノぬ
方あしがよっ。くもりなーとぅんとーあし
が、石かちしだんとぅ。松本おじさん、
「うりや、なんがどぅ　うっくち　ちゃし
が、だーかち行じゃんが。だーかち行じゃ
んが」ち（笑いながら）。トゥギャやむっ
ち　しーちゃんとぅ。うりやスィンかちし
だしが、っわっきゃスィンかち　しだんち
あてぃあむなてぃやっ。アキさんえっ、あ
りとぅ、あり、ヨシヒロあたろち思ゆしが。
ありが　ヨシヒロが　ぎにゃーあり　７ち
か、１年生べーあたんがら　あてぃねしが。
おじさんが行じ。いきゃなーげ　なーてぃ
ぬまりえっ、うまからマンガラ、くんでや、
とぅてぃ。ティルないーてぃ。しか、また
むーる　あちめぃりあんせね。
「へぇく　かいり」ち、ありや、ふぇーあし。
かん方ぬ　うきなげーり渡てぃ、ありや
かいたしがえっ。ちょーかっきべーしゅる
マンガラあたんで。
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（意訳）瀬の上から獲っていた人に追われ
た大きな魚（マンガラ・和名は不詳）が来
て石の下に潜った。松本さんは「自分が見
つけ追っかけて来たがどこに行ったか」。
知っていたが黙っていた。行った後、獲っ
て小さい子にあげ、帰らせた。大きな魚は
一箇所に集めていたからだ。
　（４）場所で違う
　うがしか、舟ぃなーから　あっきゅん
ちゅや、港なー行じま、よろよろ　しー
あっきゅてぃか　トゥギャし　ちきあんせ
ね。あんだかち　きゅーんちか、っわっきゃ
にがり、クサビぐゎとかアイヌクヮぐゎ
とか、うっしゅんマーッイュぐゎぬ　かっ
しゅむぐゎどぅ　とぅらりゅんぬ。あんだ
かちがり　くーんせね。っわっきゃな　み
んちりさどぅ　とぅたしが。
　うんから、向こうぬ　あがん流りるる
あまな　をぅたんちゅんきゃや、アイヌ
クヮんきゃシレーんきゃぬ流れぃてぃ　
しっち、　やーと　とぅたんち言ちゅたし
が。っわっきゃや、くん方ぬ　うきぬ方な
くまどぅ　をぅんかだあてぃねんち　さー
しがえっ。をぅたしがえっ。うにんきゃま
　とぅりどぅく　あんせね。Ｍめぃが　む
んなてぃやっ。
（意訳）下久志の大きな礁湖（一部は外海
とつながっている）に青酸カリを流した。
魚の群れが入っていたからだ。大きいので
場所によって漁に恵まれるのが違った。嫗
などは良いと思った場所で獲れなかった
が、他の人で恵まれた人もいたようだ。
　（５）分配（タマシウチ）
　うにん　とぅてぃ　浜なてぃ。ウーッ
イュや　とぅーてぃ。舟ぃ　うーむん　さ
んちゅきゃ　わーち　宴会、かみ。かみ　
あたんとぅ、っわっきゃや、あちめぃりだ
ましッイュや　とらむなてぃ。ウーッイュ
や　とぅらむなてぃ。っわっむんぐゎん
きゃがり　はんくらしだまし　ねーむな

てぃ　はんくらさだたしがえっ。うがし
ちょーかっしゅんマンガラぬ　うりうりう
り・・。
（意訳）大き目の魚を獲った人達は浜でこ
ぼして分け合った。また、炊いて宴会もし
ていた。多分、ここの礁湖に青酸カリを流
そうとした人々を見ての話だろう。一般の
人々が獲る分は見逃したろう。今であれば
法律違反問題だが、アメリカ軍占領下の出
来事で誰が中心かも分からない。平等に分
け合うことを「タマシウチ」という。
（６）舟も入る礁湖
　あまや、ちょーヰノナ、あーむん　あん
せね。あうあう　しゅんせえっ。舟ぃし
どぅ　あっきゅんせね。うがしなてぃ　う
がんマンガラぬあがてぃ。うま行じ　いー
たんとぅ。マンガラぬ　あんだかち　ちや、
ひんぎり　ひんぎり　さーしが。っわっ
きゃにがり　セし　しくゆんちゃんてぃし
きゃらん、きっさ　ひんぎりなてぃ。トゥ
ギャむっちゅん　ちゅや、トゥギャし　
とぅり、とぅり　しーえっ。
―ふぇーかヰノナーだれんや。
　ゐん、あがはんべしゅむなてぃ　ドラム
カン３本べー入ーてぃ　あらんかや。Ｍ
めぃが、うり　入ーてぃぬのり、フーガ
ネィクぬしゃーぬミクイノや、うま行じ　
いーたんはず。うんから（次の方の最後に
続く）・・。　
（意訳）下久志のところの礁湖といっても
沖と繋がっている。舟が出入りし、珊瑚礁
で囲まれていない。そこに青酸カリを流し
たのだ。
　（７）漁慰み２（ギューナクサミ２）
　Ｍめぃたが　ドラム缶むっちちえっ、わ
きゃフーガネィクぬさーぬ　ミクイノな
入ーてぃ。とーうん行じ　入ーるとぅや
えっ。うにん　いきゃしがやっちかえっ、
しゅぬ　からーからーしちか　やーと
とぅらましぬ　むん。はんぱどぅりし
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とぅーてぃ。
　うんから、浜かちッイューとぅたむん　
むーる　あちめぃてぃえっ。ウーッイュや
ウーッイュ、ックヮッイュやクヮッイュ
じーとぅ　あちめぃてぃ。ちゅり　いきゃ
さじち　きんめ　けーてぃえっ。むーる　
うむあたしがよ。
　っわっきゃＥちゃんがよ、Ａはんげぃと
り。Ａはんぎぃてぃ　ッイュじゃら　あむ
さんとぅえっ。うんか名田ぬあーまがえっ、
オボロンクな　入ーてぃ、
「へぇく　ぃやっむんや　はんくさんご
へぇく　はんげぃてぃ行けぃ」ち言ち、っ
わっきゃ　ありに　はんぎぃらち、あり
うんなげーり　かいらちゃんちよ（笑い）。
「ぃやっ　へぇく　オボロンクぬむんや、
はんくらしご　いらんきぃ」。とぅたむん
や、むーる浜かち　はんくち　うーむんや
うーむん　分配しゅーむん。何十人ち言ゅ
んちゅに　配分あんせね。とぅたむんや。
青酸カリや、ありが　ただなてぃやっ。Ｍ
めぃが闇商売しゅーりなてぃ。ドラムカン
てぃち　むっち　ち。
（意訳）２度目の漁慰みは諸田の下の礁湖
であった。獲った後は浜で分配し、料理し
ても食べた。その時も分配のため獲った魚
は籠からこぼすが、子どもに「小さい籠に
入った魚はこぼさないでよいから帰れ」と。
　（８）後の話
　うんから　わちゃめぃたんちゅ－ゆり
ま、うんか　まりから　いきゃしがやっち
か、シュダちゅんきゃネィバリとかおーじ
らんしこ。トゥクヌックヮとか　とぅたん
ち言ゅーたんちよ。しゅぬ満ちゃがりどぅ
とぅりなてぃえっ。いじてぃ　きーあんせ
ね。
　ギューナクサミや、Ｍめぃや、うっしゅ
てぃま　さんちゅあしが。闇商売しもー
けぃてぃ。
（意訳）潮が満ち始めると魚が酔っ払いな

がら出てきた。他の人々が多く獲ったとい
う。Ｍ兄など漁慰みを村中の人にさせたが
ね。
　（９）楽しませた人々
　もーきぃたんむんぬ、後ぅ　しまいに
は、赤字なてぃ。調子がいきゃんがにしな
たんとぅ、あむし　借金だけえっ。ウッコ
んきゃ、Ｈたウッコんきゃサタぬかわり　
とりむんあらや。トーバルんきゃ。うんが
まりがり　しーならんごなてぃえっ。
うがしか、わきゃサタんきゃえっ、シュダ
ぬ元山さんえっ、
「うまぬヤドゥリかち　入ーれ」ち言ち
えっ。うがん　っわっきゃ　あーじゃた　
タルシキャシな　むっち行じえっ。ぬがら、
うま行じ　入ーたん　くとぅんきゃまあん
だ。通ちゃんくとぅんきゃま　あんだ。う
にん金ぃぐゎ　いきゃさ　とぅたんがら。
　うりが、うんなり中止なてぃ　行きなら
んごなたん訳ぃ。行きならんごなたんとぅ
きゃ、ぷーんとぅ　かぶりあんせね。かぶ
たんとぅきゃ、しか、金ぃま　入ーりなら
んせね。うやんきゃぬ　むんま　こーたん
てぃ金ぃが　入ーりならむなてぃ　ウッコ
んきゃ　むーる　取ぅらってぃよ。　
　（意訳）闇商売で儲け、シマの人々を楽
しませた商売人も時の流れの中で渡航が自
由にならなかったり、資金繰りが悪かった
りして借金が増え、持っていた土地なども
人手に渡っていった。
　沖縄との自由な行き来ができなくなった
からね。自分達が小作していた畑で出来た
砂糖樽を別の人の家に届けたこともある。

10、空襲前後の製糖
　（１）キビ運び（ヲゥギハンギィリ）
　ふーん　うにんきゃぬサタしーちか。カ
ンニバルからナオキチ（町田直吉翁・故
人）ぼうが　うがん　じーとぅ　ヲゥギ
はんぎぃ。ヲゥギはんぎぃてぃ　ナオキチ
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ぼうが　むんなてぃ　フクガチ（富沢福勝
翁、叔父・故人）にゃがサタ炊きあたんち
よ。サタ炊きあたんとぅきゃ、っわっーど
んちゅらし。ちぃや、たーり、みちゃりま
　たんでぃ　うがん　かよち。うんが　なー
ちゃや、っわっ、どんちゅりし　はんげぃ
り　あたしが。はんげぃてぃ　さんとん
きゃ。うんから、フクガチにゃが、
「っいっやま　どぅんちゅら　うがっさ難
儀し。鉄カブト　みーや（砂糖）とぅり」
ち。っわんに　うがし言ちあたんちよ。言
ちあたんとぅきゃ。しか、爺にうがし言
ちゃんとぅ、
「えっ、っなま。ねーだてぃかあしが、まり、
ヲゥギあんせね。まりか、また、うにん　ぃ
やっんに　くーるさ」ち言ち。ふーぅ　っ
わっきゃ爺―た　かたかーちゅ　あてぃだ。
（意訳）甘蔗運びはきつい仕事だった。難
儀な様子を見て、叔父が「それだけ難儀し
ている。鉄兜一杯は砂糖をもらえ」と言う。
父に話したら「甘蔗がまだあるから後の製
糖でもらえば良い」と言う。父は固い人
だった。
　（２）空襲の始まりと製糖
　後ぅ　しまいにや、まりぬヲゥギやサタ
しーならんごえっ。うーんなり　ヲゥギや、
かざじ　イーシュマンにゃが　さんほうヨ
シアキ（弟・藤田喜秋）たが、こーたんせ。
うんなクーマンドー建てぃてぃ　あたん
とぅ。うんから、ヲゥギはんぎぃてぃ　天
にし　ちでぃ。サタさーるんち　さんとぅ。
しゃんとぅ、空襲ぬ　しっち、サタしーな
らんご　なてぃあね。かいってぃ　ゆーぅ
激しくなてぃえっ。激しくなたんとぅ。う
ん　しまいにや、うーむん　にちか、野砲
ち言ち　爆弾はんとぅしゅんち言ゅん噂ぬ
あてぃえっ。なー、おとろくなてぃ。ヲゥ
ギや、
「サタしーどっころあらんち言ち、クーマ
ンとーしっ」ち。シキボウ、長―しゅんせ

ね。にーちか　うがん爆弾はんとぅしゅん
ち。うがし噂ぬ　あたんとぅ。うがんはん
ぎぃたんヲゥギうんなり　かりらちだ。う
がし、うんから　ナオキチぼうが　むん
かち　はんぎぃてぃ行じぬまり、残りぬ
ヲゥギや、なーしか、さーち思ったんてぃ
ぬ　ゆる　くゎーしきらんご　さんとぅ。
　後ぅや、昔、うり　栄田あらんご、なー
ぬ福留Ｍめぃが　とぅじぬうやんきゃ　
あーてぃあらんかやーち思ゆしが。うりた
が、「ゆるゆる。とぅりうぇしゅん」ち言
ちえっ、ゆるゆる、ヤーにんじゅし　かさ
じむっち行じ。シュダワセィや、ゆるゆる
サタさんちよ。うにんサタぐゎ　いきゃさ
むっちちゃんがら　っわっや、わかりやさ
しがやっ。
（意訳）後になると、空襲が始まり、昼の
製糖は出来なくなった。甘蔗を積んであっ
たが、甘蔗絞場の牛の引く棒（シキボウ）
が砲身に見え、野砲として空襲の対象にな
る危険性があり爆弾を落とされると言われ
た。怖くて「製糖どころでない」としなかっ
た。後の畑に残った甘蔗は、諸田の人が「製
糖して分けよう」と言って、製糖させた。
いくら持ってきたか知らない。諸田、徳和
瀬の人々は夜に製糖したそうだ。
　（３）茶受け持参
　うがし　うにん　ぬがちか、うんから　
サトウ大根つくるむ　あたんちよ。サトウ
大根とぅトー豆ィわーち、茶んしゅきちい
ち、うまぬ　ヲゥギばてぃかち、サタしゅ
んとかち　むっち行きあたんちよ。っわっ、
ヤーな　をぅーむんなてぃやっ。あただん
し　よーり考げたんとぅえっ、なぬＴちゃ
んが、あまが、うやんきゃ　あらんかやー
ち思ゆしがえっ。爺ちゃんた婆ちゃんた　
をぅてぃ、っあまじゃら　をぅたんちよ。
あじゃや、炊きあたんちよ。炊きなてぃ。
うんか　っわんが　よーり　がんげぇり
じゃわ。あねー、あのー佐田ち言ゅんちゅ
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　あたんちよ、うりた。ありた　あらんか
いーヲゥギ　はんげぃてぃ　サタ　とぅり
うぇ　さーしが。ありたが　うや方きゃ
あらんかやち　また　うっかんな　かんげ
たしがえっ。
（意訳）製糖して分けるのをした人々は誰
だったかなあと思う。祖父母など家族で製
糖していた。
　注
　「つくりうふぇ」（作って分け合う。正確
に表記されていない）と言うが、製糖して
砂糖を分け合う。割合は不明。
（４）爺（父）の欲
　ふーっ、爺ぬ欲ちか。うにんぬ金ぃ4000
円がらあたんちよ。Ｍめぃに。4000円が
らちゅっけりや　とぅたんちよ。400斤が
ら２００斤がら売てぃ　しゃんとぅやっ。
かび束　かっさんべ　むっちちゃん訳ぃ
あらや。っわっーましか、100円札　かし
計算し－あんせね。うり　ゆんがまらあん。
後ぅ、
「いきゃさどぅ　あん」ち言ち。
「くり　4000円あるびきあしが、あんど　
ぬがいー」ち。3800円があら　いきゃさが
ら計算しーあたんとぅ。うんか　またしゅ
んち　さんとぅ。わんに　なりあてぃ　
くーてぃか　あーしが、ゆんがまらーん。
「うがしか、200円　なーか　とぅりまい　
あし」ち言ちゅてぃ。郵便局ぬうんとな　
をぅりなてぃやっ。春山正一めぃが、をぅ
たんとぅ。計算しめぃたんとぅ、丁度4000
円あたんち　うね。
「もうけぃたが」ち、爺がわんに言ちゃん
ちよ。ちょう　きぬに　しゅーしが。うっ
しゅてぃ　っわっきゃに難儀しめぃたん
てぃ、サタぐゎ一斤　くーらむ　あたしが。
―空襲どぅきぬ後ぅだれんじゃやっ。
　空襲どぅきぬ　後ぅ。Ｂ券なーてぃげん
か。闇時代ぬくとぅあね。うがし、残りぬ
サタ、かさじ、サタしーうふぇ。

―空襲ぬきゅーんち言ち　さーだたん
ヲゥギだれんや。
　うにんよ、うがさんげーぬ　はてなたん
とぅきゃ。なりや、くんでや、ナオキチぼー
がむんかち　むっち行じ。サタさんごしー。
Ｍめぃに　売たんとぅ。うんが　ちぎしゅ
んち　さんとぅ。空襲ぬ激しくなーてぃ、
グラマンぬどーんど　きーちけたんとぅ
あね。シュダワセィちゅんきゃ、おとろあ
うんなーなてぃ　サタしゅーむんあたし
が。
―Ｍめぃや、戦争前からサタ商売しゅー
たん訳ぃだれんや。
　終戦後よ。
―終戦後がりグラマンぬちー、爆弾はん
とぅしゅむだれんかや。
（意訳）父は娘（キヨ嫗）を難儀させたのに、
現金をつかむと娘には砂糖代１斤分もくれ
なかった。終戦後の闇商売の時代だ。戦前
の4000円は大金である。戦後のＢ円時代で
あろう。昭和20年の終戦前から後でキヨ嫗
の主人栄良氏が戦争から帰る前であろう。

　11、空襲時期の暮し
（１）アメリカ機の編隊
　戦争（徳之島での空襲時期）はじまらん
前、昭和18、19年あてぃあし。
―富山丸ぬ沈没しーぬ　まりだれんど。
　19年なてぃやっ。うんから　まり　ぼち
ぼち　てぃんとがなしみー。うりが沈没。
富山丸ぬ沈没しーぬまり。うんからいきゃ
しがやちか、400機ぬ飛行機ぬ。てぃんとー
がなしぬ。ガラぐゎにし　かしにゃってぃ
えっ。ちょうクーマンドジキあんべぐゎ。
てーんとがなしな　ちょー両方な輪つく
てぃ。ターぬ輪つくるしま　てぃーちむん。
てんとがなしな　をぅーむん　じんしょ
とぅ、うーむとぅ　をぅーめぃちゃんち
よ。ちょう　たーくみ　うぇーてぃ。くま
な　クーマンドジキにしかえっ、また　片
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方なクーマンドジキにし　まーん丸しゅー
む　あたんちよ。しか、てぃーちぬ　まん
丸しゅむんや、ちりちりなーてぃ　ウーシ
マぬ方かち行じゃんちよ、うね。うんか
てぃーちぬむんや、うりが　しゃーかち
あむしちけたんとぅ、うりてぃ　ぬっちが
視察しゅんがにし　なてぃあね。ほーぅ、
うんから、初めぃや、いーかげんぬ　たー
かとんから　しゅーたしが。うんから、う
がししま　くまや、ぬーぬ設備が　ねーむ
なてぃ。設備や　ぬーんまねんちにち。う
んから低空しーちけぇてぃやっ。
　うがし　じ－とぅ　うんから、じーとぅ
空襲ぬ、四機じち　しーきゅたんちよ。10
時べーあり　しーちか、ひるぬ２時べあり
しーちかやっ。
（意訳）アメリカ空軍が編隊を組んでくる
様子である。最初は攻撃を恐れてか、かな
り高空から偵察のようにしていたが、攻撃
がないと知ると低空してきた。４機編隊で
10時頃と14時頃に来襲した。
　（２）警防団員の暴力
　うんから、富山丸ぬさってぃぬ　まりあ
たしが。Ｆめぃが。区長さんが警防団長
あんせえっ。うがしか　ありたや　ナガ
クウシュジなてぃ警戒しゅーたんせえっ。
しゅーたんとぅきゃら。うんから　シキシ
ル（泉碩広氏）にゃが、むらぬ区長さんあ
たんちよ。富山丸ぬ　さったんとぅきゃが
ら、うべぃらんごなてぃ　シキシルにゃ　
ぶーとぅ　竹槍し　まがり　しねぃ　ちっ
きぐだちえっ、ゐしてぃ　あたんせね。Ｆ
めぃが、へぇく　むんが言いならむなてぃ。
（意訳）警戒場所で警戒していた人が、警
防団長していた区長さんを、富山丸が攻撃
されたからか、何かで混乱してだろう竹槍
で膝を打ちすえる暴力をしてあった。
　（３）富山丸撃沈と攻撃の噂
　うんから、まりから　富山丸ぬさったん
とぅきゃがら、タムンあちめぃりぬやっ、

ぬっせぬやっち　あむしが行けち言ち、あ
まなてぃ　むーる　アキチュぬ舟なむっち
や　しゅっきゃげぃてぃ　ちゃんち言ゅん
せえっ。うがしさんとぅ、
「空襲ぬきーなてぃ　ターハチガナシかち
ぬぶり」ち言ゃってぃあね。時間が遅く
なてぃ行きならんごあね。っわっーや、む
んはんげぃてぃか。あんや、栄（二女）
ちゃんはんげぃてぃ。ねーや（長女房子さ
ん）・・。
「うりた組や、むーるターンハチガナシ
かち行じえっ。まに　おーやむなてぃ」。
「とーぅ、うがしか　あむなてぃ」ち。マ
シタメィ（前田政為氏、現房子の夫）たが
山ぬあんせえっ。コーチなモトゥウ爺、う
んからメィーあかた。何町歩ちあんちゅ　
あたんちよ。ありた　うんな避難場所ちッ
ヤつくてぃ　あたんちよ。
「と、とっ、あがん行きゃらむなてぃ　う
りたま　なっ、わーきゃとぅ　うむし」。
メィーあかとぅ、名田ぬあーまがえっ、
「うりた、なっ、あがん行きならんだ。なー
きゃとんかち　しーく」ち。っわっきゃ
うまま行じ　１週間べ　をぅたんとぅ
きゃ。
（意訳）富山丸が撃沈され、薪の供出など
があった。それから、アメリカの攻撃の噂
があり、「ターバチガナシ（ガナシは尊称）
に登れ」と言われた。しかし、行けなかっ
た。乳飲み子をかかえたり、食糧を持った
りで間に合わなかった。途中の避難小屋に
いた前田姓の人が自分たちの所へ来るよう
に誘い１週間くらいそこで世話になってい
た。
　（４）避難小屋
　うんか　っわっ爺がえっ、
「うがし　ちゅぬヤな　うっさんげ　をぅ
りならん」ち。マチサジぬトシオ（井上利
應氏・故人）にゃが　うんとぐゎえっ。う
やっくゎし　木ぃ切ちちや、インヌブリ、
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みーち　つくてぃ。てぃーちや、牛んヤ
ドゥリ、てぃーちや、ねぃんびゅんとー。
てぃーちや、いきゃしがやっちか、むん
しーどん。造たんしじあらや。うがしか、
うんから、っわっや、ハリ抜ちから、爺や
くんじ。インヌブリなたんとぅきゃ。じー
とぅ、葺ちやいきいきしー。っわきゃハリ
んきゃ　ぬかちか大将だ。うがし　インヌ
ブリつくてぃ。
（意訳）爺（父）が、「人の家に長くおれな
い」とインヌブリ（直訳は犬登り）と呼ぶ
小屋を親子で３つも作った。片屋根の小屋
という。一つは牛小屋、二つ目は寝るとこ
ろ、三つ目は炊事場だった。
　（５）避難小屋で
　空襲ぬきーなたんとぅ。うんから　たん
こなフジエイめぃが、をぅんせね、はてぬ
あんせ、ありた田ぬ。うんから　っわっ
きゃがハンシン煮―、っまちバーバーめー
ちやんとぅ、
「ふーぅ、ゆる空襲ぬきーあしが、っまち
めーち」ち。向こうから　あびぃらりっ
ちよ。うんからヤドゥくーてぃ。ゆるや、
あーがり　洩れり　あんせね。うがしにさ
んとぅ、うんか、やっとぅ、木ぃんシバし。
やっとぅ、ぎりーぎり　トージキ（注）むっ
ち　しっち　じょぐち　さーじ、うがし　
ハンシン煮ちゃり　しゅーてぃだ。
　うがしまよ、インヌブリ　かししか、
しにぃ　ぬばちか。さーや　じんしょな
てぃ。っわっきゃテンマクしちどぅ　寝ぃ
んびゅたしが。
（意訳）芋を煮るために火を燃やしたら向
かいに避難していた人から火が見えたら空
襲されると怒鳴られた。柴やトージキ（萱
の一種）などで火がもれないようにした。
　注
　「トージキ」（直訳唐ススキ？）ジキはス
スキ．ススキよりも茎が太く大きく成長す
る。萱屋根ふきの材料。本土では見かけな

い。
　（６）小屋とハブ（インヌブリとマジムン）
　Ｍちゃん、うんなてぃマジムンにくゎっ
てぃえっ。しに　ぬびぃるんち　くゎっ
てぃ。アジャマ（浅間在駐屯）ぬ軍医しょー
てぃちゅてぃ、Ｆた養生しだ。
　っわっきゃよ、うがし、うり聞ちゃん
とぅ、しに　ぬばち。しか、まぐでぃべー
ま寝ぃんび　ならんせね。やっぱり　うり
ま神様。うんなてぃ　ちょう　くゎっかー
るよっ、タンコマキぐゎ、あんが　にーち。
あーとぅき寝ぃんでぃ　うーてぃ　にち
よ。うーむんぐゎ　てぃち　くっち　あた
しがえっ。あら、うんなてぃや　ぬーんま
にゃんご、ニシマバルかち　うちてぃよ。
（意訳）別の小屋でハブに咬まれ、浅間（現
天城町）から軍医を連れてきて治療させた。
小屋が小さく、足を伸ばして寝ると地面に
出る。だからといって、足を曲げてばかり
寝れない。ハブに咬まれるのも運命（ィ
ヤージ）と関係があるだろう。
　（７）避難場所の移動
　ニシマバルかち、フーナベィはんげぃ、
はんげぃ。ティルはんげぃ　はんげぃ。
また、道具しょどくはんげぃてぃ。くま
なてぃや、あま行じ通てぃ　むんちくり
（しー）ならんせね、カンニバル。さーら
むなてい、
「とっ、くんなてぃや　さーらむなてぃ」
ち、ニシマバル行じ、また　インヌブリ
たーちつくてぃあね。インヌブリつくり
べーどぅしーだ、っわっきゃ、あじゃとぅ
っわっうやっくゎ。
（意訳）山にいたのでは農作業が出来ない。
集落に１回下りて、また上って行かなけれ
ばならないからだ。それで畑のあるニシマ
バルに疎開小屋を２つ親子で作り移った。
　井之川での疎開の具体的様子が分かる。
もし米軍が上陸すればと想像するとゾッと
する。あまりにも避難場所は地形も複雑で
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ない。
　（８）ハブを殺す
　うまなてぃ　タクマキ（注）ぐゎ。あん
が、あーとぅき　ふぇーあー、
「寝ぃんで　うーたんとぅ、うたん」ち言
ちえっ、くっち　あたしが。うりうり　あ
まーんくま　にちゃんてぃぬ、かっしゅむ
んきゃ　なかなか神様なてぃ　うむ　さむ
だ。
（意訳）ニシマバルに避難小屋を変えた時
に母（なべ志や）が子ハブを朝方見つけて
殺した。
　注
　タクマキは小さなハブの呼称。煙草くら
いの大きさを言うかも知れない。毒は大小
にかかわらず同じだと伝わる。
（９）ハブに咬まれた人
　ありま　くゎーるあぎぃぬちゅどぅ　
くーゆんぬ。うんから　ナオモリにゃが
あーまがえっ。道具しょどく　むーる　っ
わっきゃ　イフぬウクトゥシ爺がヤドゥリ
な入ーてぃあたんせね。畳じゃら　あらゆ
る　どーぐ　むーる　うがん　むっち行じ
あたんとぅ。うんか、畳ぬ　あいちがら、
手ぃちっくでぃやっ。っわっきゃ栄ちゃん
が（現・永見栄子）が　いぬなご　あたし
が。手ぃーちっくだんとぅきゃ、っわっ、
ヲゥギばてなーな　おしめふし　しゅーた
んちよ。こー行じあろてぃ　トゥミアキ
あーま（藤富秋氏・故人の母）たが、わ
きゃニシマバルしゃーや。トゥミアキあ
じゃ（富秋氏の父）、にゃー（キヨ嫗の叔
父）たが　はてあたんちよ。うんヲゥギば
てぬ　なー行じ　おしめ　ふし。なー行じ
　しゅーたんとぅ、
「はーいえっ」ち言ち、ちょう　かっしゅ
んと　くゎってえっ。Ｓめぃが　あまよ。
うがし手ぃーみんじぃ　ゆーえし　きらだ
たし。ニシマバルなてぃ　もーりさんちよ。
うんちゅや、いきゃしさんがちか。うっ

さッイャージぬちゅされ。むんぬなーかち
なっ、ヤドゥリぬなーかち　いるいる茶櫃
とぅか、畳じゃら　いるいる　うちあーむ。
あいかち、かし　手ぃーちっくだんとぅ
やっ。あいな　うたんしじあしえっ。っ
わっ　うんちゅぬ手ぃ　っわっきゃはてか
ら　うがし行きあたんちよ。ぶちなげーり
ぐゎやっ。にゃが、ぶちから　うんなげー
りぐゎ行きあたしが。っわっ栄ちゃんが、
うんから　ねー（現・前田房子）が　ゆー
ち　ありなてゃ。いちちがら　ありなたん
とぅ。はて　せとぅなりし、マツエさんが
ゐんがぬくゎ　なまいや、ぬっちがいー、
うりたが　むーる　かなーし　てぃーち
しゅーたしが。っわっきゃーわれんあり
あしえっ。二七～二八べーなりなたんとぅ
きゃやっ。行きまさーり　にーがま行きき
らだたしが。あんた爺たや　とぅんべ　し
が行じゃしが。にがま行きゃんご　さしが。
うりうり　うがしゅてぃし。
（意訳）疎開中に小屋に道具なども疎開さ
せていた人が、何かの用事で小屋の道具の
中に手を差し入れたら、ハブに手を咬まれ
た。今のようにハブ毒血清の注射なども出
来なかったのでしょう。一晩もたず他界し
たという。これも表に現われない戦争犠牲
のひとつでしょう。
　（10）戦争中の療法
　ふーぅん　うんから　ねーが　いきゃし
がやっちか。からだな　のーな　ぶちゃぶ
ちゃし、
「ちーそぬ　わさーあてぃかどぅ　うがし
しゅーむん　あしが。ぬんか中毒んきゃ　
しーあらめ」。
「ほーぅ、くりや　ぬーがら　わからん」
ち。あげれぬ　にゃーに　にしたんとぅ
きゃ。
「ぬんかぬ　きじから　ばい菌ぬ　ふぇっ
ちゃんがら　あてぃねん」ち言ちゃんとぅ
きゃら。うんから、うんが前　ホーシマン
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バリぬ　あじゃ　むんごしゃ、むぬじき
あたんせえっ。うんちゅや　ヤーな　をぅ
らり、ホーシマンバリちゅや、むーる　イ
ビガナシななてぃえっ。うんなてぃ　竹
デークしゅーたんとぅ。うがん　そーてぃ
行じ　にしたんとぅ。うんちゅや、わんに
むんま　っいやーむんなてぃえっ。たより
ま　ならり、うーむんがら　あてぃねん
ち。ありそーてぃ。くんでや、宝（姓）ぬ、
宝めぃ（宝兄）たが　あーまたが、あん
ぐゎがえっ、部落かちシキぬッイュむっち
きゅーむなてぃやっ、
「シキヌッイュ　みーちよ、かませ」ち。
うや方や、宝ぬおや方とぅ　っわっきゃお
父さん（夫）たうや方とぅ　ハロジ（注）
あんせね。　うんか　あげれぬにゃーに
にしたんとぅ、
「ほーぅ、くりやばい菌がら　あてぃねん
ち。あむし　あむせ」ち。火傷しゅる　ぬっ
ちがやっ。きじんきゃな　ちきるたんせ。
コウセン（鉱泉）あらんごとぅに。うにん
きゃや、コーセンま　ねむなてぃ。きじな
ちきるたる　ぬっちがいー。うり「きじな
ちきぃていから　のーるん」ち言ち、うり
ちきたんしじあらや。うりが　ぶら　ふち
あばりりちけぃたんとぅ。うんから、
「うがし、うがし　さんとぅ　あばれりち
けたん」ち言ちゃんとぅ。しょーてぃ行
じゃんとぅ、ユーシにゃや　いきゃしがち
言ちか、
「竹デクしゅんとかち　うっしゅんきじぬ
あんちゅんきゃや　しょーてぃ行きゃむん
ち。ばい菌が　ゆー、うべぃるむ」ち。う
がし言ち。うんか　まりから　しょーてぃ
行じゃんとぅ。
「ふーぅ、くりやえっ、うっしゅん　竹デェ
クしゅんとかち　うっしゅん　きじぃぬ
あんちゅや　しょーてぃ行きゃむんち。ば
い菌が　ゆー、うべぃるむん」ち。まり
から　しょーてぃ行じ　にしたんとぅ、

「ふーっ、きじ口ぬあんちゅんきゃ、そー
てぃ　くむだ」ち、うがし言ち。始めぃや、
いんだちかち、むんま言ゃーだたんちよ。
にーち　ゆーに　しーくーらんでえっち言
ち　道ぬぶーりぐゎ　かいてぃ　ちゃんち
よ。
　うりうり　本当まあーしがよ、うんか　
まりから　うまぬヤかち行じゃんとぅきゃ
やっ、「きじくじらぬ　あんちゅやっ、竹
デクぬとんきゃかち　行きゃむ。うべぃる
むち。ゆう　うべぃるむなてぃ」。
ちぶさーち。「かしかし」ちえっ。ぬっち
あたんがえー。青酸カリあらんご。昔や
うり　こーとぅてぃ　きじぬ　いじてぃ
か。きじな　ちきるむ　あたんちよ。っわっ
きゃヤーんきゃま　うり　こーとぅてぃ
あじゃた　ちきるたしがえっ。むーる名ま
い　わっしてぃ　うべぃらんごなてぃあ
ね。鉱泉まあら、うにんがり　鉱泉ま流行
てぃま　うらだたんきぃ。
―みじぃだれんど、あんば　だれんど。
みじ。うがしさんとぅきゃ、うり　あまん
くまぐゎな　ちきたんしじあらや。かいっ
てぃ　ぶら　ふきゅっとぅや。火傷しあね、
じーとぅ　しるがたんしじ　あらや。「ふー
ん　ちまらんぎぃ」ち。うにん　チョウヨ
シにゃに　にしたんしじあらや。チョウヨ
シにゃが、チブチブぐゎな　ばい菌ぬ　う
むさんがにし。
いきゃなーげさんとぅ　かりたしがえっ。
薬ち言ゅーむんや　ねーりやっ。はーっ、
あわれなむんあてぃよ。
―房子ねーが　いくちぬ　とぅきだれん
が。
　いちち。
―ありや、何年っまーりだれんが、15年。
　15年　っまーりなてぃや。栄ちゃんや、
昭和19年ぬ１月　っまーれぃ　なてぃや。
――いぬなご　あてぃか、昭和20年ぬ　く
とぅだれんじゃや。
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　20年べあたや。かいって　火傷しめぃ
てぃ。うりうりうり、うりに「いちゃー
ん」ち泣かったとぅ。医者ち言ゅーむんや
をぅらり。
――チョウヨシにゃ。
　チョウヨシにゃ。恵シギにゃが　あー
じゃ。チョウヨシにゃち言ゅんちゅぬ　
をぅたんせ。むんごしゃちゅ　あたんせ。
灸さーりやっ。
　はー、なっ　っわっきゃま昔ちゅよ。
うっしゅんちゅ　むーる　あてぃあむなた
んとぅ。うがし、うんかチョウヨシにゃが
うやんきゃ、くんでや、っわっきゃエーロ
（夫・栄良）にゃが　うやほうんきゃ、い
きゃしがらし　キョウーデなとぅんあんべ
ちよ。なーま、宝ぬ貞彦たハロジち言ゅん
せえっ。ぬんかにしハロジなとぅむなてぃ。
チョウヨシにゃが　めー行じ　にしたん
とぅ、
「ふーぅ、くりや、やっ、うーむんし　か
いったやっ、火傷しめぃてぃ。くゎーまる
きり　でんな　つくり病しゅっきじゃちあ
ん」ち言ゃったむ　きぬに　しゅーしが
えっ。しか、にゃが、青酸カリあらんご。
ぬっち　あたんがいー（ホウサンあれらん
ぎぃや）。ホウサンがら、ぬーがあら　水ぃ
ぐすり　あたんちよ。うりや、こーゆむ
あたしが。うり　ちきてぃか　いちゃー
ん、いちゃーん　なーんぐゎんきゃ、きじ
ぐゎぬ　あんとんきゃな　ちきてぃか　い
ちゃーん　ちぢからむん　あたんちよ。う
りが、普通ぬからだな　ぎりぎりな点々ち、
ワラシブぐゎぬなー軸ぐゎし　ちきぃてぃ
点々ぐゎどぅ　さーしが　うりが　ちゅー
あむなてぃ、うね。火傷し　ぶらふちあね。
ちょう　うんと　うげぇへんべ　ぶらふ
ち。さんとーむーる、
「ほーぅ、ちまらんぎぃ」ち。うりしチョ
ウヨシにゃに　そーてぃ行じ。
（意訳）昭和15年生の子に突然、ブツブツ

が出た。集落のいろいろな人に見せ、相談
した。竹細工をしていた人はものも言わな
かった。別の人に見せた。後で竹細工など
している所ではかえって傷を元気づけると
言われた。水薬をつけたら、かえって大き
くなった。「かえって病を引き出してある」
と言われた。娘は痛いとなくし困った。か
なりたったらかれて治った。医者もいない、
薬もない時代であわれなものだった。
　注
　ハロジは、奄美の社会を見るときのキー
ワードになっていることを先学の奄美調査
分析を紹介している（「文化人類学から見
た奄美」桑原季雄教授奄美サテライト教室
講義資料５頁2007年）。

　12、おわりに
　徳之島の民俗文化には記録に残らないこ
とが多いように思う。


